
シ ッ ダ ー ル タ

井 ノ 川 清

は じ め に

『シッダールタ』という-ッセの作品の中で中心的存在である｢シ′ッダ

ールタ｣なる人物は,ヘッセの精神的分身であるということができよう｡

この作品の中にはヘッセの宗教観,特に東洋の精神に対するヘッセの把撞

と仏教観が示されている｡ ｢シ'ッダールグ｣は｢ゴークマ･ブツダ｣と対

比的に板り扱われているoこのことによって,ヘッセは果して仏教をどの

ように理解したのか,一人の西洋人が東洋の精神にどこまで迫り得たの

か,ということがおぼろげながら分ってくる｡

シッダ-ルタはいろいろに精神的遍歴を重ねるわけであるが,これを検

討することによって, -ッセのいかにも西洋人らしい面が浮かび出てくる

と同時に,西洋人をも乗り超えようとした-ッセの精神的志向が明らかに

される｡

しかしまたヘッセはこの作品を学術的に仏教の研究的叙述を行おうと思

って書いたのではない｡与の作品はヘッセが-ッセ自身の宗教的体験をシ

ッダールタに託して描こうとしたものであるo この作品は二部よりなる

が'一部と二部は同時に発表されたものではない.一部の発表と二部の発

表との間には若干の時間的空白があった.それはこの作品が研究論文では

なくて,ヘッセの精神的体験の描出であることをもの語るものである｡ヘ

ッセは自分の宗教的体験が熱するまで続きを書くことができなかったため

であると推察してよいだろうo (この作品は1919-1922年に善かれた｡)
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以下にこの『シッダー)i,タ』なる作品を読みすすめながら, -ッセの精

神的体験に基く遍歴する-ッセの宗教観を明らかにしてみよう｡

1.出家の動機

シッダ-)I,タはすぐれた学者を父に持ち,幼い頃から賢者に砺り囲ま

れ,高度な精神的雰囲気のただ中に育った｡彼はその環境の中で彼らから

学べるだけのものを学んだoしかし青年となるにつれ,彼の魂はいやしが

たい渇えを感じるようになったoそしてこの魂の渇えをもはや彼らによっ

ては満たされないことを感じはじめ,ついに出家し沙門となる艶bをす

る.彼にはゴーゲインダという幼な友だちがいたoゴ-ゲインダは幼い噴

からシソダ-ルタを愛し,いつの日かs'ッダ-/レタが出家することを予感

していたoそしてその時にはシッダールタと行動をともにしようと決意し

ていた｡ついにその時が来た｡ある夜明桝こシッダールタとゴーゲインダ

は故郷を離れて苦行者たちの所に行くことになる｡

シッダー/レタの出家の動機はゴ-クマ･ブッダの出家の動機とは異って

いる｡ブッダはいわゆる｢四門出遊｣が原因となって出家の決意をしたと

いわれている｡即ち東の門を出たとき老人に会い,南の門を出たときに病

人,西門を出たときに死人,北門を出たときに修行者に会ったというoブ

ッダは老病死に会って苦悩を感じ,この苦悩の克服を考えるようになっ

て,ニルヴァーナを求めて宮殿を去ることにな?たといわれているoまた

婦女たちの寝姿を見て無常を感じたともいわれている｡ブッダには妻子が

あった｡王子でもあった｡いわば地上に於て人間が得られるすべてを享受

できた身分であった｡それなのにすべてを捨てて出家した｡その動機は宗

教的なものであったといえる｡即ち｢生｣ ｢老｣ ｢病｣ ｢死｣の問題は古

くて新しい問題である｡今日にあってもいまだ解決されていない問題であ

る｡ブッダはこの永遠の問題を解決しようとして出家したのであるQ
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シッダールタの場合,その出家の動機はブッダの動機に比べると似てい

るようで異っている｡シ′ッダールタはブッダと違って妻子はいなかった｡

富とか権力とか快楽とかをまだ知らなかった｡彼は純粋に学究の徒であっ

たo洋の東西を問わず,すぐれた青年が一時期抱く,飽くことのない真理

への探究心,学問と知識への欲求,などが出家の動機となったのであるo

シッダールタはブッダと違ってまだ｢苦｣を知らなかった.従って｢苦｣

の超克ということが出家の動機になったのではない｡それは青年の抱く理

想主義,向上心といったものであるといえよう｡この点がシッダ-ルタの

その後の遍歴を大きく特徴づけるものとなるのである｡

2.苦 行

シッダールタとゴ-ゲインダは苦行者の所に行き同行と服従を申し出て

受け入れられた｡二人は苦行者たちのもとで修行をすることになるが,こ

の修行というのはまさに苦行のことであったo断食をしたo太陽の炎熱の

ヰに焼けながら立った｡雨に打たれて立っていた｡いばらのつるの中にか

がんだ｡皮ふから血がしたたり,うみがしたたり落ちた｡ではなにゆえに

シソダー)I/グはこのような苦行をしたのか｡シ′ッダールタの目標は,むな

`しくなること,渇えから,厳いから,夢から,喜びと悩みからむなしくな

ることであった｡一切の自我が克服され,心の中のあらゆる執着と衝動が

-沈黙したら,そのときこそ究極のものが,もはや自我でない本質の奥底に

あるものが,大いなる秘密が目ざめるだろう,とシソダ-ルタは考えた.

シッダールタは沙門たちのもとで自我から離脱する多くの道を歩むこと

を学んだo滅我の道を歩んだ｡しかし道は自我から離れていっても,その

終りは常に自我にもどったo課せられた輪廻の苦悩をふたたび感じた.シ

フダールタはニ/レヴァーナに達しなかった｡輪廻から脱出できなかった｡

冥想とか,肉体からの離脱とか,断食とか,呼吸の停止とかといった苦行
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は,自我からの逃避,我であること苦悩からのしはしの離脱,苦痛と人生

の無意味さにたいするしばしの麻酔にすぎない｡世俗人の酒とかわりない＼

と考えるに至るo

ブッダはニルヴァーナに達したとき,もはや苦行は必要でないと悟った

が,シソダ-ルタはまだニ)I,ヴア-ナに達しないうちに苦行の無意味さを

感じはじめた｡シ′ッダ-)I,タはしだいに自我に目ざめてくるのである.即i

ちシッダー)I,グは出家したときまで,完全に自我というものを知らなかり

た｡自我の本当の悩みというものを知らなかった｡自我の重荷を知らなか

った.自我を克服したいという心の底からの願いを知らなかったo従って

苦行しているうちに徐々に自我が目ざめだしてきたのである｡

こんなときシッダールタとゴーゲインダの耳に,自我を完全に克服し,

輪廻から完全に離脱し,ニルヴァーナに達したゴークマ･ブッダのことが一

入ったo ゴーゲインダはブッダの教えをききたいと切に思ってシッダ-〟

タに迫る.シ′ッダールタもゴーゲインダほど熟bではないが,これ以上苦一

行着たちのもとにいても無益であると考えていたので遂に同意して,ブッ

ダに会いに出かけることになった｡

3.ゴータマ･プッダとの出会い

シッダー)I,タとゴ-ゲインダはゴークマ･ブッダの教えをきくためにブ

ッダの滞在地へとやってきた｡たくはつに出かけて行く多数の黄衣の僧た〉

ちの中にブッダも居た｡シ′ッダールタは一目みてそれがブッダであること

が分った｡シ′ッダールタとゴーゲインダはブッダのあとに従って町まで行

普,そしてもどってきた0 日がくれたときブッダは教えをといた.シ′ッダ

-)レタとゴーゲインダもきいた.ブッダは苦悩について,苦悩の由来につ勺

いて,苦悩を除く道について説いた｡人生と世界は苦悩であった｡しかし

苦悩からの救いが見いだされた｡ブッダは四諦を教え八正道を教えた｡ブ

-56-



ッダの話が終った時,多くの巡礼者が教団に加わったoそして見よ,ゴー

ゲインダも歩み出て帰依し,受け入れられた｡しかしシッダールタは動か

なかった｡ブッダの弟子にならなかった｡

翌朝シッダールタは考えにひたりながら林園を歩いていたときブッダに

出会った｡シ′ッダールタは勇気を出してブッダに話しかけた｡この場面は

『シソダールグ』という作品の第一部の圧巻をなすものといえようo まず

シッダールタはブッダが世界を因果によって作られた永遠の鋲として示し

たこと,世界の統一,一切の生起の連関,大/トー切のものが同じ流れと因

果生滅の同じ法則によって総括されていることを説いたことに賛意を表し

た｡しかしついですぐにシ-ツダー/レタは疑問点を表明する｡それは万物の

統一と首尾一貫が-ケ所で中断されており, /トさいすきま′トさい裂け目が

あるといって,これは世界の克服の教え,解脱の教えであり,これによっ

て永遠な統一的な世界の法則全体が破壊されていると異論を唱えたo

これに対しブッダは言った｡

｢知識をむさぼるものよ,意見の密林にたいし,ことばのための争いに

たいし,みずからを戒めよ｡意見は大切ではない｡ ---･私の教えの目標

は,知識をむさぼるもののために世界を説明することではない｡その目標

は苦悩からの解脱である｡｣ (S. 34)

シッダールタは返答する.

｢あなたとの争いを,ことばのための争いを求めるために,私はこうし

てあなたに話しかけたのではありません｡ -･-･-意見は重要ではありませ

ん｡
--･-あなたが目標に到達したことを,私は一瞬たりとも疑いません

でした｡
---しかしかくも明らかで尊い教えもーつのことを含んでおり

ません｡つまり,覚者自身が,幾十万人の中で彼ひとりが体験したことの

秘密を含んでいないのです｡私が教えを聞いたとき,考え認識したのはそ

のことです｡そのためにこそ私は遍歴を続けるのです｡ -･--いっさいの

教えと師を去って,ひとりで自分の目標に到達するためです｡｣ (S. 35)
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シッダー/レクはさらに言い続ける.

｢もし私があなたの弟子のひとりになりましたら,私の自我が,ただ外

見的に,ただまやかしに安心に達し,救われるだけで,じつは生きつづ

汁,大きくなるようなことになりはしないか,と恐れます｡そうなりまし

たら,み教えや,私の師事や,あなたにたいする私の愛や,僧団などを私

の自我にしたかもしれないからです./｣ (S. 36)

このシソダ-ルタの発言はシッダールタがまだ自我を克服し得ていない

こと,それどころか自我そのものに目ざめてすらいないことを示してい

る｡ここにわれわれは典型的な西洋人を見る｡われわれ東洋人にとっては

自我の克服は比較的容易である｡われわれは自我と社会の調和を求めるo

自我ばかり強調している人間はみなからきらわれる｡また自我のみにく

さ,我欲の無常さを知って自我から脱却することを求める｡第二次世界大

戦に於ても｢滅私奉公｣という言葉がさかんに言われて多くの日本人が天

皇のために死んだ｡

シッダ-)I,グはあれほど苦行し,そして最後にブッダの教えをきいても

肖自我を克服しえていない自分を見い出す｡従ってブッダの弟子になるこ

とはできない｡

ブッダはシソダ-)I,タに｢おん身は賢く語ることを心得ている｡友よo

あまりに大きい賢明さを戒めよ./｣ (S.36)と言って立ち去るo シッダ

-ルタは考えた.ブッダは自我の奥底に到達した人間だ｡よし,自分も自

我の奥底に到達することを試みよう｡

この考えは西洋人特有の自我中心主義の思想をよく表わしている｡

4.自我の目ざめ

ブッダを去り,ゴーゲインダを残し,シソダー/レタは林園を去りつつ一

人考えた｡
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｢お前が教えや師から学ばうとしたことは何であったか,お前に多く教

えた彼らがお前に教えることのできなかったものは何か｡
--･-自我こそ

自分がその意味と本質を学ぼうと欲したものだ｡自我こそ自分がそれから

のがれんと欲したもの,自分が克服せんと欲したものであった.しかしそ

れを克服することができず,それを欺き,それからのがれ,隠れることが

できるだけだった｡まことに,この世のいかなるものも,この自我ほど,

自分が生きており,一個の人間であって,ほかのすべてのものから分離独

立しており,自分がシッダールタであるという,このなぞほど,自分の思

いを悩ましたものはない｡この世のあらゆるものの中で,自分について,

シソダー}t/タについて知るところが最も少いのだ｡｣ (S. 38f.)

この考えはわれわれ東洋人からみればまことに寄妙に見える｡即ちわれ

われは先ず自己を修養し究め確立することを第一となし,それが終えての

ちはじめて天下国家の確立を,万人の救済を考える.しかるにシッダール

タはあれほど苦行し修行して,ブッダの弟子になることさえしないぼど高

い境地に到達していたと思われたのに実は自我を克服するどころか,今頃

になって自我に目ぎめだしたのだ｡東洋ではこのような人間は青くさいと

言われて問題にされないだろう｡しかし,西洋人にとっては一大発展なの

だ｡

s/ッダ-ルタは更に考えるo

｢自分が自分について何も知らないこと,シッダー)I,タが自分にとって

終始他人であり未知であったのは一つの原因,ただ一つの原因から来てい

るoつまり,自分は自分にたいして不安をいだいていたo自分から逃げて
ばん

いた･/ということから来ている｡其我を自分は求めたo 究を自分は求め
から

たo自我の未知な奥底にあらゆる殻の核心を,其我を,生命を,神性を,究

転なものを見いだすために,自我をこまかく切り刻み,殻をばらばらには

ごうと欲した｡しかしそのために自分自身は失われてしまった｡｣ (S. 39)

この考えもわれわれには短めて幼稚なものに思える｡修行して自分自身
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を見失うとは,その程度の浅い修行しかしなかったのかという思いが生じ

る｡ブッダの悟りとは余りにかけ離れている｡ブッダは自分自身を究め尽

し,自我を克服し終え,輪廻から脱却し,ニルヴァーナに達したのであるo

このブッダにすら心から従う気になれなかったシッダ-)vタの境地の余り

に幼い,風にそよぐあしのようなか細い存在を進歩発展と頼り違えるとは

驚くはかりである｡

シッダールタは次のように考えて一種の悟りを得たような気持になるo

｢今はもう自分はシッダールタをとり逃しはしないぞ./もはや思索や生

活を真我や世界の苦悩で始めるようなことはしないぞ｡砕かれたかけらの

背後に秘密を見いだすために,自分を殺したり,切り刻んだりはしない

ぞ｡
----･自分は自分自身について学ほう｡自分自身の弟子となろうo自

分をシッダールタという秘密をよく知ろう｡｣ (S･ 39f･)

自我に目ざめたシッダ-)I,タは輪廻の次元に引き入れられて流転しつづ

けるのである.ここで『シッダ-)vグ』という作品の第一部は終るo

5.輪 廻

ブッダとゴ-ゲインダに別れ遍歴の旅に出たシッダー/レクは歩きながら

考えた｡彼岸の世界や現象の背後にある本質の世界を求めるのでなく此岸

の世界,現象の世界そのものが美しい｡自分は今や自分自身を体験しなけ

ればならない,と｡

彼はある大きな町に着いた.そこで彼は林園に入っていく,召使をつれ

た行列に出会った｡乗物の中に一人の女性がいた｡遊女カマーラであっ

た｡シ′ッダールタは彼女から愛の術を学ぼうと決意する｡そしてカマーラ

に会って話をすることができた.カマ-ラは私の所に来たけれは,美しい

衣服を身につけ,沢山のお金を持ってこなければならないとシッダールタ

に言う｡シ′ッダ-ルタが読み書きできることを聞いたカマ-ラはシッダ-
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ルタに商人カーマスワミを紹介する｡

シッダ-)I,タの読み書きの能力に驚いた商人カーマスワミはシッダー)t'

タを自分のもとにおいていろいろシッダ-ルタに相談するようになった.

シッダー)I,タは次第に商売のことを習いおぼえて優秀な商人となってゆ

く｡しかし商売は彼の目的ではなかった｡目的は遊女カマーラにあったo

彼は彼女にお金や贈物を持って行くのに商売が一番良い方法だから商売を

やっているにすぎなかったo シッダ-ルタはカマーラを訪れては彼女から

恋の術を学んだ｡そして遂にカマ-ラにシッダー)I,タが一番すぐれている

と言わせるほどになった｡しかし遂にカマーラはシッダールタに｢貴方は

私を愛してはいない｣ (S. 69)と言う｡シ′ッダー)I,グも｢貴女は私を愛

してはいない｡もし愛していたら愛を技巧として行うことなどはできない

はずだ｣ (S.69)という｡

シッダールタは金持になった｡家と召使を持った｡しかし徐々に彼は享

禁の生活に溺れてゆくこととなった｡酒をのむようになった｡賭けごとを

やるようになった｡最後には彼が最も軽蔑していた金銭欲にとりつかれる

ことになったo彼はけちになった.

やがてシッダールタに反省が訪れる｡彼は俗人となったことによって,

またその享楽の生活によって失ったものを知った｡享楽の生活は一つの遊

戯にすぎなかった｡彼は遂にある夜,彼の家を去った｡商人カーマスワミ

はシッダ-ルタが盗賊の手におちたものと思って探させた｡しかしカマー

ラは探させなかった｡彼女はこの日のくるのを知っていた｡この日から彼

女はもう客を受けつけず,家を閉ざした｡しばらくたって彼女はシッダー

ルタとの最後の歓会のとき身ごもったことを知った｡

6.川

シッダ-ルタは森の中の大きな川にたどりついたo彼にはもはや目標は
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存在しなかったo唱吐感だけがあった.彼は死にたいと思った｡その時一

つのひびきが聞えた｡ ｢完全なもの｣或は｢完成｣というほどの意味を持

つ神聖な｢オーム｣だったo ｢オーム｣と彼はつぶやいたo忘れていたい

っさいの神々しいものをふたたび知ったo彼は深い眠りに沈んだo日民りか

らさめると,そこにゴーゲインダがいた｡ゴーゲインダとシッダ-)レタは

会話を交すがゴーゲインダはシッダー/I,タを理解しなかった｡彼は立ち去

った.眠りからよみがえったシッダールタは享楽の生活が善くないという

ことを知識としてではなく,体験して知ったことをしあわせだと感じたo

｢知る必要のあることをすべて自分で味わうのは,よいことだ｣ (S･ 90)

と彼は考えた｡彼は川をみた｡川は何か特別なことを,彼のまだ知らない

何かを,彼に語っているように思われた｡

この川のほとりにとどまろうとシッダー)Vタは考えた｡この水から学ぼ

う｡この水に耳を傾けよう,と彼は思った｡この水とその秘密を理解する

ものは,一切の秘密をも理解するだろう,と思われた｡シ′ッダールタはこ

の川の渡し守ヴアズデープァの′J＼屋に住むことになった.プアズデーヴァ

は傾聴することを心得ている点でたぐいまれだった｡シ′ッダールタは或る

時彼にたずねた｡ ｢おん身も川から,時間は存在しないという秘密を学ん

だか｣ (S. 98)彼はいった｡ ｢川にとっては現在だけが存在するo過去と

いう影も,未来という影も存在しない｡｣ (S. 98) s'ッダ-ルタは狂喜し

て語った｡すべての苦しみは時間ではなかったか｡みずからを苦しめるこ

とも,恐れることもすべて時間ではなかったか｡時間を克服し,時間を考

えないようになることができたら,この世の一切の困難と敵は除かれ克服

されはしなかったか｡

歳月は過ぎ去った｡あるとき多数の僧や信者がゴークマ･ブッダのいる

所へ押しよせていったoブッダの死期が近づいたとのことだったo多くの

人々の中にかつての遊女カマ-ラが′J＼さい男の子をつれていたo川のほと

りでカマーラは蛇にかまれた｡プアズデーヴァは小屋にカマーラを運んで
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手当てしたがカマーラは手おくれであった｡死につつあるカマ-ラはシッ

ダールタにいった｡ ｢あなたは療いをかなえましたね?平和を見いだしま

したね?｣ (S. 104)カマ-ラは完成された人の務を見るために,その平

和を呼吸するために,ど-クマのもと-旅していこうと欲したが,ど-メ

マの代りにシソダー)I,タを見い出したことをブッダを見たと同じようによ

かったと考えたo カマーラは永遠の眠りについた.シッダー/レタはその採

を見つめて,現在と過去も未来も同時だという感情,永遠の感情が彼の中

にみちあふれた｡深く,いつもより深く,彼はこのとき,あらゆる生命の

不壊不滅と,あらゆる瞬間の永遠性を感じた.

7.むすこ

カマーラがつれてきて後に残した男の子は,シッダ-ルタの子供であっ

た｡この子供は甘やかされ,ぜいたくの中に育ったためにわがままでどう

しようもなかった｡シ′ッダールタに全然なじまなかった｡しかしシッダー

ルタは子供の心を得ようと愛と忍耐とをもって待った｡子供に対する愛は

次第に盲目的な愛情となったo彼はJb配な余り痴人と同様になったo ここ

で分ることは,死にゆくカマ-ラがシッダ-ルタに｢あなたは平和を見い

出しましたね｣とまで言い,完成されたブッダに会うのと同じ喜びをカマ

ーラに与えたほどに完成していたはずのシッダー/レタが,実はまだ決して

完成されていず,平安に達していなかったということである｡シ′ッダー/レ

タは知識としてはおのれを愚かであると知っていた｡しかし子供に対する

俗人なみの盲目的愛情に悩んだ｡遂に或る日,子供は′J＼屋から脱出した｡

シソダ-ルタはすぐに追いかけ,川を渡り森を通って,かつてカマーラの

遊園であった所まで迫ってきた｡しかしシソダー/レタはそこで次第に考え

にひたりじっとすわって気持の落ち着くのを待ったo彼はおのれの愚かさ

を体験的に知ることになった｡やがてプアズデ-ヴァが迎えに来た｡二人
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は/ト屋に戻った｡

息子を失った傷はなお長い間うずいたo彼は前とは違った目で人間を見

るようになった｡思想や知識によってではなく,ひたすら本能や希望によ

って導かれている彼らの生活をともにした｡彼らの煩悩のすべての中に'

彼は生命を,生きているものi:,破壊しがたいものを,焚を見た｡シ′ッダ

ド/レタの心の中で,一体知恵は何であるか,自分の長い探究の目標は何で

あるか,ということについての認識と知識とが徐々に花を開き,熱してい

った｡それは,あらゆる瞬間に,生活のさ中において,統一の思想を考

A,統一を感じ呼吸することができるという魂の用意,能力,秘術にほか

ならなかった｡

しかし傷はなおうずいたoある日,傷がはげしくうずくとs'ッダ-ルタ

は川を渡り,舟をおりた.町へ行き,息子を探すつもりだった.その時彼

は川をみた｡川は笑ったo シッダールタは′ト屋に戻ってヴアズデ-プァに

すべてを語った｡プアズデープァは身動きもせず傾聴した｡シ′ッダールタ

が語り終えるとプアズデープァはシッダ-ルタをつれて川べに行ってすわ

った｡シ′ッダ-ルタは耳をすましたo彼は傾聴者になりきり,傾聴に没頭

し,傾聴を究極まで学んだ｡するとシッダ-ルタの傷が花を開き,彼の悩

みが光を発し,彼の自我が統一の中に流れこんだ｡このときs'ッダ-ルタ

の顔には悟りの明朗さが花を開いた｡完成を知り,現象の流れ,生命の流

れと一致した悟り,ともに悩み,ともに楽しみ,流れに身をゆだね,統一

に帰属する悟りだった.ヴアズデープァは立ち上り言った｡ ｢私はこの時

を待っていたのだ,友よ｡その時が来たので,私は行かせてもらおう｡｣

･(S.
124)シッグールタは深く頭を下げ′ト声でいった. ｢おん身は森の中へ

入るのであろう?｣ (S. 124) ｢私は森の中-入る｡統一の中へ入る｡｣ (S･

_124)とヴアズデープァは光を放ちながらいった｡彼は去った｡深い喜び

･をもって,深い真剣さをもってシッダールタは見送った.

-64-



8 ゴーゲインダ

あるときゴーゲインダは,川のほとりに住み,多くの人々から賢者だと

思われている老渡し守の話を耳にした｡ゴーゲインダはその渡し守に会い

たいと思った｡
'L､の中では不安と模索が消えていなかったからである｡渡

し守はシソダールタであった｡ゴーゲインダは再会を書こんだ｡その夜シ

ッダールタの′ト屋に泊ってシッダールタから今までの生涯の話をきいた｡

翌朝旅立ちの前にゴーゲインダはたずねた｡ ｢おん身は教えを持っておら

れるか｡おん身が生き,正しく行う助けとなる知恵を持っておられるか｡｣

(S. 127)この間に対しシッダールタは答えた｡ ｢知識は伝えることができ

るが知恵は伝えることができない｣ (S. 128)と｡そしてさらに,ことば

は思想を完全に伝ええない｡常に半分しか一面的にしか伝ええない,とこ

とほに対する懐疑を表明する｡また人間は全面的に神聖であるか,全面的

に罪にけがれている,ということは決してない｡そう見えるのは,時間が

実在するものだという迷いにとらわれているからだ｡時間は実在しない,

と言ったoさらにまたシッダー/i,タは言った｡ ｢物を人は愛することがで

きる｡だがことばを愛することはできない｡だから教えは私には無縁だ｡

愛こそ一切の中で主要なものである｡｣ (S. 131f.)ゴーゲインダは言っ

たo ｢覚者はわれわれに,bを愛によって地上のものにつなぐことを禁じた｣

(S. 132)シソダールタは答えた. ｢ゴークマがどうして愛を知らないこと

があろう./一切の人間存在をその無常において,虚無において認識しなが

ら,しかも人間をあつく愛し,辛苦にみちた長い生涯をひたすら人間を助

汁,教えることに捧げたゴークマがどうして愛を知らないことがあろう./

説教や思索にではなく,行為や生活の中にだけ私は彼の偉大さをみる｡｣

∫(S･133)ど-ゲインダはJLひそかに考えた｡ゴ-クマが浬薬に入って以

後,これこそ聖者だ./と感じたような人には,ただの一度も会っていな
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い｡ただこのシッダールタだ桝ま聖者だと思ったo シ′ッダー)Vタは静かに

微笑した｡かすかに穏やかに微笑した｡覚者が微笑したときそっくりにo

深くゴーゲインダは頭をさげたoなんとも知れない涙が老いた涙に流れた｡

おわりに

｢教えは私にとって何ものでもない｡私自身において学ぶことを私は欲

する｡｣というのがヘッセの信条である｡従って,シッダー)I,クはゴーク

マ･ブッダの教えは理解したが,自らの体験においてブッダと同じ境地に

達しようとして遍歴の生涯を続けたのである｡また, ｢知識は伝えること

ができるが知恵は伝えることができない｡｣というのも-ッセの信条であ

る｡従ってことばの不完全さをヘッセは考える｡これは極めて東洋的な思

想である｡

しかしこの思想があてはまるのは,極めて素質に恵まれたもの,エリー

ト中のエ1) -トにとってであって,一般衆生にはやはり導き手が必要なの･

ではないか｡例え師と同じ境地に達することができなくても,教えを説く

ことによって,またことばを費やすことによって師の境地の近くまで近づ

けるのではないだろうか｡これは教育の根本に触れることなのである｡教

育とは弟子が向上するのを引き上げ導いてやることであるのだから｡ブッ

ダ自身悟りをひらいた時,
JLの中でこの悟りの複雑微妙さを考えて果して

この悟りを皆に語るべきかどうか,正しく伝えることができるだろうかと

考えた｡しかしブッダは結局は人々に語り,人々を救ったのである.ここ

にブッダの人間に対する愛がある｡

ヘッセは,現在の時間の中に過去の時間と未来の時間とが同時に存在す

るという時間の同時性の思想を述べているが,これは時間は発展し進歩す

るという19世紀ヨーロッパ人の支配的な思想であった歴史主義の思想を反

省したものであるし,時間を克服しようとした-ッセの東洋に対する歩み
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を示すものといえよう｡ヘッセと同時代のヨーロッパ人の中には西欧の精

神の行き詰まりを感じて,それを超克すべく東洋的なもの,特にインドに

強くひかれた｡ロマン･ロランもその一人である. 『シッダールタ』なる

作品はそのような一人のヨーロッパ人のインド(仏教)理解を叙述した象

徴的な作品であるといえよう｡

最後に一言ヘッセ批判を述べれば,'この『シッダー)Vタ』のように,も

し最高の英知に到達したものが皆個人的な救いで満足してしまうとするな

ら,とり残された一般大衆はどうすればよいのか?やはり自分自身を完成

させた人間は大衆を指導し大衆を向上させ大衆を救うのでなければならな

いだろう｡シッダールタの生き方もよく分るがやはりゴークマ･ブッダの

生き方の方が,今日の世界に於て強く求められているといえるのではない

か｡最高の知恵を獲得したものは,その知恵を広く世界人類のために広め

ることが強く期待されているのである｡

〔注〕 本論執筆に際して使用したテキスTlほ, Bibliothek Suhrkamp,

Siddhartha Bd. 227である｡引用文未のページ数はこのテキスT.のペ-ジ数

を示す｡なお引用文の訳文ほ『シツダ-ルタ』高橋健二訳,新潮文庫,を原則と

して使用した｡また本論を書くにあたってこの訳書を全面的に参考にしかつ利用

した｡

(1984年6月26日受理)
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S iddha rtha

INOKAWA Kiyoshi

Die Person ‖Sidd血artbaりim Werk =Siddbartba〃 Yon Hermann

Hesse ist der Doppelganger von Hesse. In diesem Werk werden

die Religionsansc血auungen voa Hesse, besonders sein Begreifen

des 6stlichen Geistes und seine buddhistischen Anschauungen tiber

den 6stlichen Geist, dargestellt. ‖Siddhartha" bildet einen Kon-

trast 2;u Gotama Buddha. Dadurch kann man annahernd verst-

eben, Vie Hesse den Buddbismus elgentlicb begriffen bat und

his wie weit er als Europaer den 6stlichen Geist hat naherkom-

men k6nnen. per Geist Siddbartbas bat viel auf die Wanderscbaft

gehen miissen. Wenn man diese geistigen Wanderungen analy-

siert, fallen einem einerseits wohl die europ云.ischen Seiten von

Hesse auf, andererseits wird aber auch seine Intention, tiber das

blo瓜e Europaertum hinauszukommen, klargestellt. Beim Studium

von uSiddhartha" versuchte ich, diese geistigen Wanderungen auf

die geistigen Erlebnisse Hesses und auf seine damit sich wande-

1nden Religionsanschauungen 2;uriickzufdhren.
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